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EDR 日本語コーパスは, 辞典や新聞記事, 雑誌などから収集
した解析済み文データで, およそ 20 万の文が含まれている. 形
態素情報, 構文情報に加えて, 各単語に意味を表す概念識別子
が付けられている. 太田ら [1] は, この概念識別子を単語の代















られる. したがって, もし, それらに対し概念を表すラベルを新
たに与えることができれば, 語義曖昧性解消の精度を向上させる
ことができると考えられる.
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(方法 3)方法 1に加えて, 正確に付けられなかった単語に単独








であった. なお, 精度の検証方法としては 10 分割交差検証を用
いた．
4 結果
表 1に実験結果を示す. この表で『与えた数』は, 固有表現ラ
ベルを概念識別子として付与した個数を示す. 従来の手法と比較
して, 約 1ポイントの上昇が見られた.
手法 与えた数 [個] 正解率 [%]
従来手法 ー 59.44
方法 1 27,154 60.33
方法 2 50,281 60.45













本研究では, 先行研究に対して, 有意差はあったが, 正解率は
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